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1. はじめに 
このたび弊社では、従来の定期点検サービスとは別に、弊社が⻑年のコール窓⼝対応や 
フィールドサービス、引取修理サービスで培った、サポート実績データやノウハウに基づき 
安全性確保と装置延命化に向けて、実施項⽬のカバレッジを広げた新保全サービスを⽤意しまし
た。 
 

2. 新保全サービスについて 
2.1. テスタの寿命 
テスタは、数多くの冷却ファン、リレー、ポゴピンなどの寿命部品を搭載しています。 
⻑期間の使⽤で、これらの部品は徐々に劣化し故障が増加します。 

 
右の図は、「バスタブ曲線」といい、部品の 
故障率を表した図です。 
⻑期の稼働により、寿命故障域に⼊り、故障率が
⾼くなります。 
この状態でテスタの使⽤を続けた場合、診断 FAIL
で測定できなくなるばかりでなく、部位や部品に
よっては、発煙、異常加熱、発⽕、液漏れなどが発⽣するおそれがあり⾮常に危険です。 
 
例えば、弊社の TS1000 シリーズの場合、リリースから 25 年以上経過しています。ま
た、TS6000 シリーズでも納⼊から 10 年以上経過した号機が、全体の 9 割以上を占めて
います。 
以上からほとんどのテスタが寿命故障域にあり、⽼朽しリスクを負いながら稼働している
と考えられます。 
ご参考まで、本書の終わりに弊社の寿命部品の推奨交換周期表がありますので参照お願い 
します。 
 
2.2. 従来の点検サービスと新保全サービスとの違い 
従来の点検サービスの項⽬は、寿命故障域に⼊る以前のテスタを対象にした状況確認が主
で現状の維持までとなり、⽼朽化したテスタに対応するには不⼗分となってきました。 
 
また、通常の診断や校正の⽬的は、デバイスの測定が出来ることを確認することであり 
診断・校正の結果がパスでも、テスタ全体として健全かということは判断できません。 
 
新保全サービスでは、安全性の確保、延命を中⼼に過去のトラブル事例に基づき、テスタ
に⼤きなダメージを与えるリスクを排除するために、現状の確認だけでなく徹底して部品
交換清掃、機械的な部分のゆるみの確認、増し締めを⾏います。 
カードやユニット単体の故障など、他に影響がないものより優先度を上げて実施いたしま
す。 
 
尚、部品によっては調達のリスクがあり、故障発⽣の都度、対応することは厳しくなる傾
向にありますので、ぜひとも新保全サービスにより部品を交換することをお勧めします。
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2.3. 新保全サービスの主な項⽬とリスク 
下表に、新保全サービスで特に重要なポイントと、故障時のリスクと対応を⽰します。 
テストシステムにより、項⽬や、対応の⽅法が異なります。 
 

項⽬ 故障・劣化時のリスク 対応 
ファン 回転不良・停⽌ 

 冷却不良によるメインフレーム内カード⼤量故障 
 電源内アルミ電解コンデンサ、HDD、バッテリー

の劣化加速 
 騒⾳発⽣ 
発⽣時のダメージ⼤・影響広範囲 

ファンの交換

ブロア 回転不良・停⽌ 
 著しい騒⾳・振動発⽣ 
 ブロア⾃体が発熱、発⽕ 
 冷却不良によるテストヘッド内カード⼤量故障 
発⽣時のダメージ⼤・影響広範囲 
ワーストケースではテスタ全損の可能性 

ブロアの交換

エアダクト 劣化により隙間が空き、冷却⾵量低下、熱により
 冷却不良によるテストヘッド内カード⼤量故障 
 ケーブル焼損 

発⽣時のダメージ⼤・影響広範囲 
ワーストケースではテスタ全損の可能性 

ダクトの交換

端⼦の締め付け
トルク 

経年によりゆるみが発⽣し、発熱・発⽕
発⽣時に危険性⼤、⼯場内への影響懸念あり 

トルクの確認
増し締め 

ホコリによる 
汚れ 

トラッキングにより発⽕・発煙
発⽣時に危険性⼤ 

清掃 
（特に⼤電流部の端⼦）

絶縁・接地 
（アース） 

不適切な絶縁・接地により
 感電 
 不要な電流の回り込みにより誤動作、故障 

⼈体への危険性有り、原因の特定が困難 

接地経路の確認
修正 

テストケーブル ⻑期間の使⽤により、ねじれや折れの癖が発⽣し
 ケーブル断線 
 上記により診断 FAIL 発⽣ 

原因の特定が困難、テスタ⻑期間停⽌ 

確認、整線

ハードディスク ⻑期間の使⽤により、不要なファイルが蓄積し
 ディスクの空き容量がゼロ 
 上記によりテスタが⽴ち上がらない 

原因の特定が困難、テスタ⻑期間停⽌ 

使⽤状況確認
ディスク空き容量の
報告、改善提案 

 
次ページ以降に、具体的な項⽬が記載されています。ぜひともご検討お願いいたします。
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3. 新保全メニューの作業内容 
3.1. TS1000 シリーズテスタ 
標準的なシステム構成のメニュー（構成例参照）になります。 
メニューは構成、お客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
＜定価について＞ 

作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 

基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 
 
 

TS1000 構成例 
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カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 固定・取付
け 

基本 装置の固定状態を⽬視し、⼯具を⽤い緩み有無などを確認
します。

85

ソフト
ウエア 

HDD 状態を確認します。
・ディスク容量チェック 
・テスタのログ確認

ケーブル
状態 

テスタ設置状況、および保護接地線などの安全を確認しま
す。 
架間ケーブルの敷設状況を確認し、断線リスクの有無を調
査します。課題修正については別途調整となります。 
架内ケーブルについての敷設状況を確認します。軽微なも
のはその場で修正します。

安全 1 次側確認 テスタ⼊⼒部の絶縁抵抗を測定し絶縁性を確認します。
⽤⼒環境（電圧レベル）を確認します。 
ガラス管 Fuse の取付け状態を確認します。 

インターロック 保護動作
確認 

下記要因によるブレーカのトリップ動作を確認します。
・EMG スイッチ 
・拡張 EMG スイッチ （オプション） 
・MF 煙センサ 
・MF 温度センサ 
・漏電検出 テスト動作 （オプション） 

最終確認 診断 作業後の装置状態を診断実⾏で確認します。 
安全 1 次側ネジ 

緩み 
A [MF]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトルクレンチ

で確認します。 
システム制御電源の交換作業も同時に実施します。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。
2 次側 100V 系のネジ締結部をトルクレンチで確認しま
す。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

170

A [外付け BOX]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトル
クレンチで確認します。本オプション機能がある場合に選
択可です。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

7

B 制御電源の電圧を確認します。 1
点検 設置状態 C COAX などの集合コネクタのピン曲り、引っ込みを⽬視で

確認します。
20

RF モジュールの SMA コネクタ接続状態、及び緩み有無を
トルクレンチで確認します。 

延命 紛失ネジ
ガイド 

レール補充 

C メンテ時に脱落・紛失したネジを補充
MF 内ネストのガイドレール破損部補充 

都度
調整

清掃 内部清掃 A 汚れの状態、作業範囲など個別対応可能です。 
費⽤を別途打ち合わせの上設定となります。 

都度
調整

延命化 有寿命部品
交換 

B MF 排気 FAN6 個を全数交換します。 48
MF 内全ネストの FAN を交換します。
システム構成によりお⾒積りします。

都度
調整

MF 内の TSC、MS-B ネストの FAN を全数交換します。 160
旧 ET 内の FAN 交換、及びフィルタ清掃を⾏います。 30
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3.2. TS6000 シリーズテスタ 
下表は TS6000 512 ピン標準構成のメニューになります。 
メニューはお客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
＜定価について＞ 

作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 

基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 

カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 固定・取付け 基本 装置の固定状態を⽬視し、⼯具を⽤い緩み有無などを確
認 します。 

91

ソフトウエア HDD 状態、及び周辺機器の設定状態を確認します。 
・不要ファイル有無確認（/var/crash、wtmpx、core
等） 
・ディスク容量チェック 
・プリンタ設定確認 
・Solaris ログの確認 
・テスタのログ確認 
・プロセス動作確認

ケーブル状態 テスタ設置状況、および保護接地線などの安全を確認し
ます。 
架間ケーブルの敷設状況を確認し、断線リスクの有無を
調査します。課題修正については別途調整となります。 
架内ケーブルについての敷設状況を確認します。軽微な
ものはその場で修正します。 

安全 1 次側確認 テスタ⼊⼒部の絶縁抵抗を測定し、絶縁性を確認しま
す。 
⽤⼒環境（電圧レベル、位相）を確認します。 
ガラス管 Fuse の取付け状態を確認します。 

インターロック 保護動作確認 下記要因によるブレーカのトリップ動作を確認します。
・EMG スイッチ 
・拡張 EMG スイッチ （オプション） 
・MF 煙センサ 
・MF 温度センサ 
・ブロア架体温度センサ 
・TH 温度センサ 
・漏電ブレーカ テスト動作 （オプション） 
制御電源の電圧を確認します。

延命化 UPS check バッテリーアラームの有無、交換時期を確認します。 
UPS 制御ソフトウエアによるエラーログの有無を確認 
します。
実バックアップ時間を確認します。

最終確認 診断 作業後の装置状態を診断実⾏で確認します。 
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カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 エアダクト 
確認 

A テストヘッドの強制空冷経路状態を確認し、ダクト部材は
交換します。 
SUBF 内の旧タイプサイレンサ状態を確認します。 
追加費⽤で交換作業を⾏うことも可能です。 

110

安全 1 次側ネジ 
緩み 

[MF]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトルクレンチ
で確認します。 
システム制御電源の交換作業も同時に実施します。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

194

[SUBF]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトルク  
レンチで確認します。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。
2 次側 100V 系のネジ締結部をトルクレンチで確認   
します。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。
[外付け BOX]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトル
クレンチで確認します。 
本オプション機能がある場合に選択可です。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

7

清掃 内部清掃 汚れの状態、作業範囲など個別対応可能です。 
費⽤を別途打ち合わせの上設定となります。 

都度
調整

延命化 有寿命部品 
交換 

B MF 排気 FAN(⼤⾵量タイプ）4 個を全数交換します。 126
MF 排気 FAN6 個を全数交換します。 48
MF 内の全ネストの FAN を交換します。システム構成に
よりお⾒積りします。

都度
調整

MF 内の QTCNEST-A、PG ネスト付属の FAN を全数交換
します。

63

UPS バッテリー交換します。 56
SUBF 内のブロア交換を実施します。
※前出しタイプブロアは費⽤が異なります。旧タイプの 
ブロアは修理対応のみになります。 

221

点検 設置状態 C アナログ系集合コネクタのピン曲り、及び引っ込みを⽬視
で確認します。

20

UHF、SHF 系カードの SMA コネクタ接続状態、及び緩み
有無をトルクレンチで確認します。 
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3.3. TS6000H/AL9740 
下表は TS6000H 512 ピン標準構成のメニューになります。 
メニューはお客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
＜定価について＞ 

作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 

基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 

 

カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 固定・取付
け 

基本 装置の固定状態を⽬視、⼯具を⽤い緩み有無などを確認
します。

101

ソフトウエ
ア 

HDD 状態、及び周辺機器の設定状態を確認します。 
・不要ファイル有無確認（/var/crash、wtmpx、core 等）
・ディスク容量チェック 
・プリンタ設定確認 
・Solaris ログの確認 
・テスタのログ確認 
・プロセス動作確認

ケーブル状
態 

テスタ設置状況、および保護接地線などの安全を確認し
ます。 
架間ケーブルの敷設状況を確認し、断線リスクの有無を
調査します。課題修正については別途調整となります。
架内ケーブルについての敷設状況を確認します。軽微な
ものはその場で修正します。

安全 1 次側確認 テスタ⼊⼒部の絶縁抵抗を測定し絶縁性を確認します。
⽤⼒環境（電圧レベル、位相）を確認します。 
ガラス管 Fuse の取付け状態を確認します。 

インターロック 保護動作
確認 

下記要因によるブレーカのトリップ動作を確認します。
・EMG スイッチ 
・拡張 EMG スイッチ （オプション） 
・MF 煙センサ 
・MF 温度センサ 
・TH 温度センサ 
・TH ファン・アラーム動作 
・漏電ブレーカ テスト動作 （オプション） 
制御電源の電圧を確認します。

延命化 UPS check バッテリーアラームの有無、交換時期を確認します。 
UPS 制御ソフトウエアによるエラーログの有無を確認し
ます。
実バックアップ時間を確認します。

最終確認 診断 作業後の装置状態を診断実⾏で確認します。 
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カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

安全 1 次側ネジ
緩み 

A [MF]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトルクレンチ
で確認します。 
システム制御電源の交換作業も同時に実施します。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。
2 次側 100V 系のネジ締結部をトルクレンチで確認しま
す。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

191

A [外付け BOX]⼀次側 200V 供給経路のネジ締結部をトル
クレンチで確認します。本オプション機能がある場合に
選択可です。 
⾼電圧部はトラッキング防⽌で、清掃作業を実施します。

7

点検 設置状態 C COAX などの集合コネクタのピン曲り、引っ込みを⽬視
で確認します。

20

UHF、SHF 系の SMA コネクタ接続状態、及び緩み有無を
トルクレンチで確認します。 

清掃 内部清掃 A 汚れの状態、作業範囲など個別対応可能です。 
費⽤を別途打ち合わせの上設定となります。 

都度
調整

延命化 有寿命部品
交換 

B MF 排気 FAN(⼤⾵量タイプ）4 個を全数交換します。 126
MF 内の全ネストの FAN を交換します。 
システム構成によりお⾒積りします。

都度
調整

MF 内の QTCNEST-A、CPG ネスト付属の FAN を全数交
換します。

56

UPS バッテリーを交換します。 56
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3.4. AL973X テスタ 
下表は AL973X 256 ピン・2 ステーション構成のメニューになります。 
メニューはお客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
 
＜定価について＞ 

作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 

基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 
 

カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 装置 
ケーブル設置 

基本  架体、カバー固定状態、およびケーブルの架内、架外
の   引き回し状態の確認 
エアダクトの破損、キズ⽬視確認

80

安全 2 次側確認 DC 電源の ON/OFF タイミング確認
機構動作 PFB クランプ ベアリング等の回転確認
安定稼働 テスタ内 

タイマ動作
デバイステストに関連するテスタ内タイマの動作確認

設置状態 エアダクト
交換 

A TH FAN ダクト交換作業を実施 130

安全  1 次側 
銅バー交換

各架内 AC 電源 Box 銅バー交換
ネジ増し締め。AC 電源 Box 内清掃

420

1 次側 
絶縁抵抗 

各架の⼀次側の絶縁抵抗を、専⽤治具で測定 
AC 電源 Box 銅バー変⾊、焦げ、ホコリの有無を確認

70

TH FAN TH FAN の排気⾵量を確認 30
TH スライド
動作 

ダクト、ケーブルとマニュピレータ間の⼲渉を確認 20

AL-CAP 
液漏れ確認

カード内アルミ電解コンデンサの液漏れを確認 70

安定稼働 2 次側 
電源電圧調整 

2 次側電源の負荷点での電圧測定および調整 90

延命化 NVRAM 交換 B TCP の NVRAM を新品に交換 150
清掃 テスタ架内

清掃 
TH を除くテスタ架内の清掃 都度

調整
TH 内清掃 TH の全カードを抜いて清掃 都度

調整
TH 実装 
カード清掃

TH に実装されているカードを清掃 都度
調整
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3.5. AL9134A テスタ 
下表は AL9134A 256 ピン・2 ステーション構成のメニューになります。 
メニューはお客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
 
＜定価について＞ 
作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 
基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 
 

カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 装置 
ケーブル設置 

基本  架体、カバー固定状態、およびケーブルの架内、架外
の   引き回し状態の確認 
エアダクトの破損、キズ⽬視確認

80

安全 2 次側確認 DC 電源の ON/OFF タイミング確認
機構動作 PFB クランプ ベアリング等の回転確認
安定稼働 テスタ内 

タイマ動作
デバイステストに関連するテスタ内タイマの動作確認

設置状態 エアダクト
交換 

A TH FAN ダクト交換作業を実施 130

安全  TH FAN TH FAN の排気⾵量を確認 30

TH スライド
動作 

ダクト、ケーブルとマニュピレータ間の⼲渉を確認 20

AL-CAP 
液漏れ確認

カード内アルミ電解コンデンサの液漏れを確認 70

安定稼働 2 次側 
電源電圧調整 

2 次側電源の負荷点での電圧測定および調整 90

延命化 NVRAM 交換 B TCP の NVRAM を新品に交換 150
清掃 テスタ架内

清掃 
TH を除くテスタ架内の清掃 都度

調整
TH 内清掃 TH の全カードを抜いて清掃 都度

調整
TH 実装 
カード清掃

TH に実装されているカードを清掃 都度
調整
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3.6. MH-930 テスタ 
下表は MH-930 256 ピン・2 ステーション構成のメニューになります。 
メニューはお客様の予算、テスタの劣化状況により選択可能です。 
 
＜定価について＞ 

作業費（2 名作業）＋部品代になります。別途、移動にかかる費⽤が加算されます。 
＜重要度について＞ 

基本（必須）  ︓本メニューのベースとなる項⽬ 
A,B,C（オプション） ︓ABC の順にお勧めいたしますが、以下の特⻑があります。 
A︓ 安全性の確保の観点でぜひともお勧めする項⽬ 
B︓ 延命に寄与する項⽬ 
C︓ 稼働率向上に寄与する項⽬ 
 

カテゴリー 項⽬ 重要度 作業内容 定価
[k\]

設置状態 装置 
ケーブル設置 

基本  架体、カバー固定状態、およびケーブルの架内、架外
の   引き回し状態の確認 
エアダクトの破損、キズ⽬視確認

120

安全 2 次側確認 DC 電源の ON/OFF タイミング確認
機構動作 PFB クランプ ベアリング等の回転確認
安定稼働 テスタ内 

タイマ動作
デバイステストに関連するテスタ内タイマの動作確認

設置状態 エアダクト
交換 

A TH FAN ダクト交換作業を実施 130

安全  TH FAN TH FAN の排気⾵量を確認 30

TH スライド
動作 

ダクト、ケーブルとマニュピレータ間の⼲渉を確認 20

AL-CAP 
液漏れ確認

カード内アルミ電解コンデンサの液漏れを確認 70

安定稼働 2 次側 
電源電圧調整 

2 次側電源の負荷点での電圧測定および調整 110

延命化 NVRAM 交換 B TCP の NVRAM を新品に交換 150
清掃 テスタ架内

清掃 
TH を除くテスタ架内の清掃 都度

調整
TH 内清掃 TH の全カードを抜いて清掃 都度

調整
TH 実装 
カード清掃

TH に実装されているカードを清掃 都度
調整
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4. 寿命部品の推奨交換周期 
テスタの取扱説明書に記載されている寿命部品の推奨交換周期を、下表にまとめました。 
あくまで標準周期となり、使⽤環境により異なる場合がありますので、ご参考までお願いします。 

 

4.1. 横河テスタ 
 

横河テスタの寿命部品の予防交換推奨周期表 

ユニット 部位・部品 
TS6000 
シリーズ 

AL9740/ 
TS6000H

ST6730 
ST6731 

TS1000 
シリーズ

UPS 
バッテリー 2 年  

冷却ファン 2 年  

メインフレーム 
ネスト⽤冷却ファン 3 年 

フレーム背⾯ファン 3 年 

サブフレーム 
送⾵ブロア 

20,000 
時間 

 

フレーム背⾯ファン  3 年  

テストヘッド 

ポゴピン 3 年  

冷却ファン  3 年  

カードソケットリレー 3 年  

CPU 部 
内蔵リチウム電池 5 年 2 年 

HDD 5 年 

電源ユニット アルミ電解コンデンサ 7〜10 年 5 年 

全般 ヒューズ 3 年 

部品によっては、⼊⼿が困難になることもありますので、お問合せお願いします。 
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4.2. 安藤テスタ 
 

安藤テスタの寿命部品の予防交換推奨周期表 

ユニット 部位・部品 
AL973X 
シリーズ 

AL9134A MH-930 

メインフレーム 
シェルフ⽤冷却ファン ２年 

シロッコファン 2 年  

増設フレーム シェルフ⽤冷却ファン ２年 

ST 電源フレーム 
シェルフ⽤冷却ファン 2 年 

シロッコファン 2 年 

CPU フレーム シェルフ⽤冷却ファン  2 年 

テストヘッド ポゴピン 10 万回 

CPU 部 内蔵リチウム電池 5 年 ※1 

電源ユニット ファンモーター 2 年 

※1︓MH-930 テスタの場合、TCP に 68040 プロセッサを搭載したものが対象となります。 

部品によっては、⼊⼿が困難になることもありますので、お問合せお願いします。 
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